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地
域
特
性
を
生
か
し
た
ア
イ
デ

ア
や
、
幅
広
い
住
民
参
加
に
よ
っ

て
個
性
豊
か
な
地
域
づ
く
り
を
進

め
る
市
区
町
村
を
顕
彰
す
る
二
〇

〇
五
年
度
「
毎
日
・
地
方
自
治
大

賞
」（
毎
日
新
聞
社
主
催
）
の
贈
呈

式
が
三
月
十
日
、
東
京
都
千
代
田

区
の
毎
日
新
聞
東
京
本
社
で
行
わ

れ
、
旧
美
山
町
が
最
優
秀
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。「
都
市
と
の
共
生
を

め
ざ
す
町
づ
く
り
」
と
し
て
、
か

や
ぶ
き
屋
根
を
生
か
し
た
町
並
み

保
存
な
ど
、
多
彩
な
事
業
を
展
開

し
な
が
ら
、
地
域
の
活
性
化
に
向

け
て
都
市
住
民
の
定
住
を
促
し
た

取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

贈
呈
式
に
は
中
島
参
与
が
出
席

し
、
山
本
進
毎
日
新
聞
社
常
務
か

ら
賞
状
と
ブ
ロ
ン
ズ
像
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

三
月
七
日
、
南
丹
市
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
の
協
定
書
調
印
式
が
南

丹
市
役
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
一

月
一
日
の
南
丹
市
発
足
に
伴
い
、

園
部
町
・
八
木
町
・
日
吉
町
・
美
山

町
の
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
は
合

併
協
議
会
を
設
立
し
検
討
を
重
ね
、

旧
四
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
を
包

括
す
る
連
合
体
を
新
た
に
設
立
す

る
こ
と
で
、
合
意
さ
れ
ま
し
た
。

調
印
式
で
は
、
旧
四
町
の
会
長

が
「
協
定
書
」
に
署
名
、
押
印
さ

れ
る
と
と
も
に
、
老
人
ク
ラ
ブ
役

員
が
立
会
人
と
し
て
一
人
ず
つ
署

名
を
さ
れ
ま
し
た
。

市
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
調
印
式

三
月
十
五
日
、
南
丹
市
美
山
町

佐
々
里
区
と
京
都
市
左
京
区
広
河

原
尾
花
町
を
結
ぶ
、
府
道
３８
号
京

都
広
河
原
美
山
線
「
佐
々
里
峠
」

の
、
冬
季
通
行
止
が
解
除
さ
れ
ま

し
た
。
毎
年
二
誡
近
い
降
雪
の
た

め
十
二
月
十
五
日
か
ら
翌
年
三
月

十
五
日
ま
で
は
閉
鎖
さ
れ
て
お
り
、

除
雪
作
業
が
終
わ
る
と
通
行
出
来

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

通
行
止
が
解
除
さ
れ
た
日
も
前

日
に
降
っ
た
雪
が
一
誡
ほ
ど
積
も

っ
た
た
め
、
除
雪
作
業
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

地方自治大賞を受賞

非常ドアを開けて避難をする中学生

協定書に押印する旧四町の会長ら

ブロンズ像を受け取る中島参与

除雪作業が終わった佐々里峠頂上

佐
々
里
峠
開
通

三
月
九
日
、
美
山
中
学
校
駐
車

場
で
、
南
丹
市
営
バ
ス
火
災
避
難

訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
バ
ス
か

ら
の
出
火
の
際
に
乗
客
の
安
全
を

確
保
す
る
た
め
に
行
わ
れ
た
も
の

で
、
バ
ス
事
務
所
の
職
員
と
美
山

中
学
校
の
生
徒
約
二
十
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
訓
練
は
、
市
営
バ
ス

後
部
か
ら
の
出
火
を
想
定
し
た
も

の
で
、
生
徒
が
園
部
消
防
署
職
員

の
誘
導
で
バ
ス
の
非
常
ド
ア
を
開

け
避
難
し
た
後
、
消
防
署
の
ポ
ン

プ
車
と
バ
ス
に
備
え
付
け
て
あ
る

消
火
器
を
使
っ
て
の
消
火
訓
練
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

バ
ス
火
災
避
難
訓
練


